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１１月２６日（火）１１：００～１２：００　第５回　検数労連１９冬季一時金交渉


日検協会　： 全国平均４４８，４０７円＋α


両協会回答出揃う！引き続き乗率を中心とした修正を求める！





























　１１月２６日（火）第５回検数労連１９冬季一時金交渉で、組合は日検協会には有額回答の提示、全日検には修正回答の提示を求め、交渉を行いました。





【日検協会】


　昨日の団交終了後、直ちに戻って最終的な内部議論を行い、回答構築した。


　有額回答の提示にあたり、今賞与については上半期利益、前年同期比で共に減となっている。また、期首計画からも未達となっている状況のなかで、様々



































































































































【日検協会　有額回答】


1．支給額


（１）職員、雇員


（本給＋家族手当）×　2.0ヵ月　＋都市加算　＋　α


（194,355円＋9,735円）×2.0ヵ月＋40,227円＋α





全国平均448,407円＋α





（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市加算＋α｝×0.8


　　　　　　　　　　　　　　　　×在籍日数／180日








２．支給日　　　２０１９年１２月１０日








３．支給対象者　２０１９年１２月１０日現在、在籍の職員、雇員





４．計算期間　　２０１９年６月１日より２０１９年１１月３０日までとする。





５．その他の取扱いは、従来通りとする。








以上









































～第５回一時金交渉～





な角度から検討を重ねて構築した内容となっている。


算式等についてはこれまで通りの考え方を重視したが、減収減益の中で職員のモチベーションを維持するために乗率２．０ヵ月を維持することとした。


　都市手当についてもこれまでどおり労組要求通りの回答とした。


　今夏と比べると全国平均の額は下がっているが、職員の平均年齢が下がっている影響からである。


　これまでの交渉の中で厳しい状況は説明してきているが、全支部で黒字計

































































上していることや、損保業務に対する全国的な対応。更には『働き方改革』に対する各地域の対応を考慮し、乗率２．０ヵ月を維持する回答とした。


なお、直近である１０月単月の状況は減収減益が酷く、労組にはこれまで以上の協力を求めて行きたい。





【全日検】


　昨日の交渉から時間的猶予のない中での修正回答の要求であり、今日時点では修正に対する考え方を持ち合わせていない。
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【組合主張】


　組合は日検協会の有額回答を受け取り、休憩を挟みながら回答分析をおこなった結果、両協会に対し次の主張を行いました。





【日検協会に対して】


要求額との関係では未達となっており、乗率部分の上積み修正を求める。


　金額的には単純比較で昨冬比プラス回答となっており一定評価できる。


一律については回答算式に入っておらず不満である。


　アルファ回答については本交渉で提示するよう求める。





【全日検に対して】


　修正回答がされず不満である。再考を求める。









































































































































次回交渉：１１月２８日（木）１６：００～第６回１９冬季一時金交渉


　両協会の回答が出揃ったところで、組合は乗率を中心に更なる上積みを求めて交渉を行います。


各地域闘争委員および組合員は引き続き注目せよ！　




















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


